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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —





高さ 2 ～ 3m，多くの細い枝を出して茂り，全縁で上面に光沢のある葉は対生（時に三輪生）し，
質はやや厚く皮革質です。6 ～ 7 月頃，小枝の先に短い花柄を出し，径 6 ～ 7cm で，盃（さかず
き）状の大きな白い花を開きます。花は開花当初は白色ですが，徐々に黄色に変わっていきます。
花冠は質が厚く 6 つに大きく裂け，裂けた部分は水平に開出し，筒部は長さ 2cm ほどで細く，強
い芳香を放ちます。学名の種名 jasminoides は「ジャスミンのような」という意味をもちます。10
















ご り ん さ ん
淋散などの多くの処方に使われます。成分はイリドイド化合物の
genipin，その配糖体の geniposide, genipin gentiobioside，および gardenoside, shanzhiside，カ
ロチノイド色素の crocin などが知られ，薬用としてはもちろん，食品にも用いられ，サツマイモ









生薬としては，長さ 1 ～ 5 cm で丸様のものを







jasminoides Ellis f. grandiflora Makino (G. jasminoides Ellis var. grandiflora Nakai) とされていますが，





写真 3　クチナシ（花，八重咲き） 写真 4　クチナシ（果実）
写真 5　生薬：サンシシ（山梔子）【左：サンシシ（丸
様），右：スイシシ ( 長様 ) 】
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野山の花　  ̶身近な山野草の食効・薬効 ̶
図 1　成分の構造式
